


議会広報が200号
の節目を迎えました

　昭和４９年９月に創刊した上川町議会広

報は、 約５１年の歳月を経て、 ついに２００

号を発刊しました。

　これからも議会の情報発信という役割を

果たし、 町民のみなさまに議会を身近に感

じて頂けるよう、 わかりやすく、 親しみや

すい広報誌を目指してまいります。

創刊号の表紙はもくもくと

蒸気を上げる白水沢四号井。

地熱エネルギーの源泉と

なる場所で、 昭和４３～

47年の調査で初めて

蒸気が確認されました

内容は、 24 頁中

21 頁が一般質問。

15 件もの一般質

問が掲載されてい

ました

創刊号は昭和４９年９月

発刊！サイズは B ５判と

ちいさめでした
積
み
重
ね
た

積
み
重
ね
た
5151
年
間
年
間記

念
す
べ
き
創
刊
号

記
念
す
べ
き
創
刊
号

上川町議会議長　　　　

濱田　純子　

この度、 議会広報誌が記念すべき第 200

号を迎えました。

昭和 49 年 9 月の創刊以来、 町議会の活

動内容を正確かつ簡潔にまとめて住民の皆様

方に町政の現状をご理解いただくとともに、 議

会の動きを知ってもらい間接的に議会に参加し

ていただく大きな役割を担ってまいりました。

今後もより一層親しまれる広報誌として紙面

の充実に努めながら、 又時代の流れでオンライ

ン広報も見据えていかなければと考えておりま

す。

創刊以来 51 年間議会広報に携わった多く

の先輩各位と編集関係者に深く敬意を申し上

げ、 200号発刊の言葉といたします。

上川町長

　　　西木　光英

この度、 かみかわ議会広報 「凜」 が記念す

べき第 200号を発刊されましたこと、 心よりお

慶び申し上げます。

創刊以来、 議会活動や町政情報を分かりや

すく提供し、 町民の皆様と議会 ・ 町政を結ぶ

重要な架け橋として、 その役割を果たしてこら

れました。 関係者の皆様のご尽力に深く感謝

いたします。

200 号という節目を新たなスタートとし、 本

誌がこれからも時代の変化を捉え、 町民の皆

様に愛される活きた情報を発信し続けてくれる

ことを期待いたします。

広報誌の益々のご発展と、 議員各位、 町民

の皆様のご健勝ご活躍を心よりお祈り申し上

げ、 祝辞といたします。

祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
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「難しい話題もイラスト等を

 入り口に」

　大
おでらおとし

平落　央
おう

樹
き

さん
　　（20 代・大学生・上川町居住歴１年）

Ｑ． 議会広報の改善点を教えてください！

Ａ． いきなり文章で詳細に書かれていても、難しい言葉もあって理解するのが大変です。

例えば、 今回の議会で出た話題をイラストや図でまとめたページが最初にあって、 自

分が気になった話題を文章で読みこむ、という構成だと理解しやすくなると思いました。

Ｑ． 前回の議会広報 (199 号 ) のご感想は？

Ａ． 一般質問など、 発言通りに書かれているので内容は確かなのですが、 読み物とし

てはもう少し要約してあると嬉しいですね。 『議会の謎』 は面白いと感じました。 議会

の仕組み自体を知らない人も多いと思うので、 解説ページがあると親しみやすいです。

Ｑ． これからの上川町はどんな町であってほしいですか？

Ａ． 都会を目指してどこにでもあるような町になるのではなく、 『上川町ならでは』 の

良さがたくさんある、 そんな未来を期待しています。

これからの議会広報、

これからの上川町に、何を望みますか？

各世代の町民６人にお話しを伺いました

２
０
０
号
記
念

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画

町

民

町

民
にに

聞聞
く
！
く
！

3 かみかわ議会広報・凜  2026.2



2026.22026.2



「若い人のための働き場を」

　斉
さい

藤
とう

　信
のぶ

男
お

さん　（80 代・無職・上川町居住歴 60 年以上）

Ｑ． 議会広報の改善点を教えてください！

Ａ．広報の改善点は思いつきませんが、議会は開催時間をずらすなどの工夫によっ

て、 もっともっと傍聴する町民が増えることと思います。 平日日中ですと、 働い

ている人たちはなかなか行くことはできません。

Ｑ． 前回の議会広報 (199 号 ) のご感想は？

Ａ． 一般質問 （観光都市） の内容については非常に肝心なことと思い

ます。 実際、 観光の町であるなら、 夜も明るく開放的な町がいいと

思います。

Ｑ． これからの上川町はどんな町であってほしいですか？

Ａ． 上川町には若い人の働き場がなく、 やむなく町外へ出て

行っているのかなと思います。 何らかの方法で

働き場を増やしてもらいたいです。

委
員
長
の
言
葉

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会　
　

�

委
員
長　

宮
本　

敬
嘉

　

議
会
広
報
２
０
０
号
を
記
念
し
て
、

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
議
会
広
報
を
読
ん
で
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
ご
存
じ
の
通
り
議
会
広
報
は
、

議
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

も
の
で
す
。
内
容
の
正
確
を
期
す
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
専
門
用
語
や
難
し
い

言
葉
が
あ
る
の
は
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

今
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
町
民
の
方
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
色
々
な
ご

意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
今
後
の
紙
面
づ
く
り
に

活
か
し
て
、
皆
さ
ん
が
読
み
や
す
い
議

会
広
報
を
目
指
し
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

まちづくりトークを募集しています！
「町政に対する議員の考えを聞きたい」
「とにかく議員と話してみたい！」

そんなご要望ありませんか？まちづくりトークは、

町民の皆さんと議員との対話の場として始まった

制度です。まずはお気軽にご相談ください。

（上川町議会事務局 01658-2-4064)

≪おもな要件≫

・５名以上の参加者が見込めること

・開催場所を申込者にご用意いただくこと

・時間は１時間 30分程
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　11月６日、旭川市で上川管内町村議会議員

研修会が開催され、議員10名が出席しました。

「議会改革の現状と課題～地方議会の将来に

向けて～」

「最新裁判例から見るハラスメントの傾向と

対策～その原因と予防法～」

の２件の講演を聞き、理解を深めました。

議　会
ニュース

　町民などからの要望や意見を国の機関へ意

見書として提出しています。12月定例会では

下記２件の意見書を採択しました。

◆国立・公立・公的医療機関の機能強化を

求める意見書

◆食料・農業・農村政策確立に関する予算

の拡充等を求める意見書

－議員の資質向上 - －議会の権限－

10月９日　中標津町議会　さま

　テーマ「大雪かみかわヌクモについて」

11月５日　福島県南会津町議会　さま

　テーマ「移住定住として

　　　　　KAMIKAWORK の取り組みについて」

　廃校を利活用した大雪かみかわヌクモの町民

や観光客の利用状況や、カミカワークプロジェ

クトとの関連性などについて質問を受けました。

　「KAMIKAWORK」の取り組み内容や、カミカワー

クプロデューサーの応募・定住状況などについ

て質問を受けました。

10月29日　興部町議会　さま

テーマ「介護医療院つつじ苑について」

　介護医療院の開設や運営にあたっての課題と

問題点、入所者の尊厳を守るために工夫してい

ることなどについて質問を受けました。
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議員研修会に行ってきました! 意見書を提出しました!

３つの町から視察を
受け入れました！



渕
上
議
員
　

現
在
、
新
年
度

予
算
編
成
の
作
業
中
で
あ
る
と
思

う
が
、
急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
る

歳
出
の
増
加
や
人
口
減
少
に
よ
る

税
収
入
の
減
な
ど
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
察
す
る
。

　

現
時
点
で
の
予
算
編
成
の
状
況

と
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

町
　
長
　

新
年
度
予
算
に
つ

い
て
、
歳
入
で
は
、
国
勢
調
査
※

で
人
口
減
少
の
結
果
が
出
た
こ
と

か
ら
地
方
交
付
税
※
が
減
額
の
見

込
み
で
あ
る
。
町
税
も
期
待
で
き

な
い
。

　

歳
出
で
は
、
物
価
高
騰
や
人
件

費
の
増
加
な
ど
か
ら
、
近
年
に
な

い
厳
し
い
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
か
ら
公
共
温
浴
施
設
の

町
外
者
利
用
負
担
額
を
改
定
し
、

財
源
確
保
に
努
め
る
。

　

新
年
度
以
降
厳
し
い
財
政
状
況

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
期

第
11
次
総
合
計
画
に
向
け
て
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
公
共
施
設

の
管
理
維
持
計
画
を
策
定
し
、
行

財
政
運
営
の
強
化
に
努
め
る
。

渕
上
議
員
　

歳
入
と
歳
出
で
、

ど
れ
く
ら
い
の
開
き
が
あ
る
の
か
。

町
　
長
　

現
段
階
で
７
億
９ 渕

ふちがみ

上 主
か ず み

美 議員

７
億
円
超
の
財
源
不
足
に
ど
う
対
応
す
る
か

財　政

町
長 

公
共
施
設
の
適
正
管
理
、
宿
泊
税
等
の
新
た

な
財
源
確
保
な
ど
、
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

昨年北見市が、財源不足により新年度予算が

提出できない事態に陥った。このような事態

はどこの自治体にも起こりうる

新
年
度
予
算
編
成
へ
向
け

て
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て

町
政
を
問
う

一
般
質
問

Ｑ
．「
一
般
質
問
」
っ
て
な
に
？

Ａ
．
議
員
が
町
政
の
現
状
や
方
針
を
問
う

も
の
で
、
議
員
の
願
う
政
策
や
展
望
も
語

る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
場
で
す
。

12 月定例会は 4人が質問しました
P ８～ 渕上議員 「新年度予算編成へ向けての現状と今後の見通しに

ついて」
P10 ～ 湯川議員 「町の機構改革とネーミング・ライツについて」
P11 ～ 小林議員 「公営住宅の有効活用について」

「上川町の人工透析の現状と課題について」
P12 ～ 溝口議員 「介護保険加入者の保険料負担軽減について」

「上川町の防災・危機管理の充実について」
� ※質疑の要点のみ掲載しております。
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千
万
円
の
乖
離
が
あ
る
。

渕
上
議
員
　

地
方
交
付
税
は
、

人
口
減
少
に
よ
り
ど
の
程
度
減
少

す
る
の
か
。

町
　
長
　

人
口
は
３
５
０
人

程
度
減
少
し
、
今
年
度
の
算
定

ベ
ー
ス
で
い
く
と
１
億
３
千
万
円

以
上
の
減
額
に
な
る
。

渕
上
議
員
　

物
価
高
騰
と
人

件
費
の
上
昇
に
よ
る
歳
出
へ
の
影

響
額
は
い
く
ら
か
。

町
　
長
　

物
価
高
騰
の
影
響

額
は
具
体
的
に
は
押
さ
え
て
い
な

い
が
、
４
億
円
程
度
の
増
。
人
件

費
の
上
昇
分
は
６
８
０
０
万
円
の

増
だ
。

渕
上
議
員
　

上
川
町
は
、
同

規
模
の
自
治
体
に
比
べ
非
常
に
基

金
（
ま
ち
の
貯
金
）
が
少
な
い
。

基
金
に
余
裕
が
あ
れ
ば
今
回
の
よ

う
な
事
態
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き

る
が
、
現
在
の
基
金
額
で
は
そ
れ

も
難
し
い
。

　

現
在
開
催
中
の
国
会
で
地
方
交

付
税
の
追
加
交
付
が
決
ま
り
そ
う

だ
が
、
も
し
追
加
交
付
さ
れ
た
時

は
、
そ
の
増
額
分
を
基
金
に
積
み

立
て
て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　

そ
う
し
た
い
が
、

今
後
の
財
政
状
況
し
だ
い
だ
。

渕
上
議
員
　

今
後
２
年
間
は
、

向
こ
う
10
年
の
方
向
性
を
決
め
る

大
事
な
年
だ
。
人
口
減
少
に
よ
り

財
政
面
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
、
事
業
の
縮
小
や
廃
止
も
あ

り
得
る
。

　

覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
町
職
員
の
英
知
を
集
め

乗
り
越
え
て
も
ら
う
こ
と
に
期
待

と
応
援
を
寄
せ
る
。

町
　
長
　

今
後
の
た
め
、
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
公
共
施

設
の
管
理
維
持
計
画
を
策
定
す
る
。

議
会
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
道
路
改

修
に
つ
い
て
は
、
費
用
が
高
額
で

あ
る
た
め
、
有
利
な
財
源
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
宿
泊
税
の
議
論
を
進
め
、

有
効
財
源
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

　

来
年
３
月
議
会
に
は
新
年
度
予

算
を
提
案
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

一般質問

こ
れ
で
分
か
る
！

一
般
質
問
読
み
解
き
ワ
ー
ド

※
地
方
交
付
税

…
町
の
規
模
に
応
じ
て
国
か
ら

毎
年
交
付
さ
れ
る
お
金
。

　

住
民
が
少
な
く
住
民
税
等
の

収
入
が
少
な
い
小
規
模
自
治
体

の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、

上
川
町
に
お
い
て
も
、
地
方
交

付
税
が
一
般
会
計
歳
入
の
52
％

（
Ｒ
６
決
算
値
）
を
占
め
て
い
ま

す
。

※
国
勢
調
査

…
５
年
に
１
度
の
統
計
調
査
。

こ
れ
で
判
明
し
た
人
口
が
算
定

根
拠
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
上
川

町
の
地
方
交
付
税
の
額
が
決
ま

り
ま
す
。

右の二次元バーコードを読み込むか、

インターネットで

【上川町議会チャンネル】

と検索してみてください。

過去の議会を動画で見ることができます

！ YouTube の議会チャンネルへアクセス！
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一般質問

湯
川
議
員
　

町
は
組
織
再
編

を
進
め
る
中
で
、
ふ
る
さ
と
応
援

係
（
ふ
る
さ
と
納
税
・
上
川
会
等

ふ
る
さ
と
対
策
）
を
新
設
の
予
定

で
あ
る
。
公
共
施
設
に
つ
い
て
も

「
施
設
管
理
課
」
を
設
け
、
営
繕
・

維
持
体
制
を
整
え
る
と
の
こ
と
だ
。

　

そ
れ
ら
の
財
源
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
だ
が
、
一
つ
の
や
り
方
と

し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
※
を
導

入
し
、
財
源
の
補
填
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
産
業
経
済
課
に
つ
い
て
、

主
要
産
業
で
あ
る
観
光
を
含
め
、

再
編
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
い

た
い
。

町
　
長
　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
に
つ
い
て
、
財
源
確
保
の
た
め

に
今
後
検
討
し
て
い
く
が
、
こ
の

事
業
は
町
内
外
の
企
業
か
ら
投
資

を
頂
け
る
「
魅
力
あ
る
町
の
公
共

施
設
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

町
全
体
で
町
の
魅
力
、
価
値
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

産
業
経
済
課
に
つ
い
て
は
、
観

光
の
み
な
ら
ず
商
工
業
・
農
林
水

産
業
等
の
ま
ち
の
重
要
な
産
業
に

関
わ
る
政
策
を
担
う
部
署
だ
。
現

状
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
。

　

湯
川
議
員
　

町
の
各
産
業
か

ら
要
望
を
上
げ
て
い
く
時
期
だ
が
、

町
が
財
政
難
だ
か
ら
要
望
が
通
ら

な
い
の
で
は
、
と
心
配
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

財
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ふ
る
さ

と
納
税
の
現
時
点
で
の
金
額
と
、

来
年
度
の
目
標
額
は
い
く
ら
か
。

町
　
長
　

現
時
点
で
１
億
円

を
突
破
し
、
来
年
度
は
１
・
３
億

円
を
目
指
す
。
関
係
人
口
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
を
獲
得
す
る
こ

と
で
収
入
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

湯
川
議
員
　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
に
つ
い
て
、
上
川
町
の
観
光

施
設
に
は
ま
だ
ま
だ
ポ
テ
ン
シ
ャ 湯

ゆ か わ

川 秀
しゅういち

一 議員

町
の
宣
伝
と
財
源
確
保
の
た
め
に
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
導
入
し
て
は

観　光

町
長 
今
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
る

町
の
機
構
改
革
と
ネ
ー
ミ

ン
グ
・
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
町
や

施
設
の
宣
伝
も
か
ね
て
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

町
　
長
　

か
み
ん
ぐ
ホ
ー
ル
、

ヌ
ク
モ
、
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
等

が
候
補
地
と
な
る
と
思
う
が
、
企

業
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
今
は

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
※
に
力
を

入
れ
た
い
。

湯
川
議
員
　

産
業
経
済
課
の

再
編
に
つ
い
て
、
当
町
の
産
業
経

済
課
は
相
当
忙
し
い
部
署
だ
と
思

う
。
人
員
増
や
課
の
分
割
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

町
　
長
　

産
業
経
済
課
は
農
・

商
・
観
と
業
務
が
多
岐
に
わ
た
り
、

大
変
だ
と
は
思
う
。
し
か
し
、
人

員
不
足
は
他
課
も
同
様
で
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
現
行
人
員
で
対
応

し
て
い
く
予
定
だ
が
、
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
と
き
は
人
を

増
や
す
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

た
人
員
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

スポーツ施設や文化ホール等の命名権 (ネーミ

ングライツ )売却で、施設の維持費を賄う自治

体も増えてきている
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一般質問

小
林
議
員
　

人
口
減
少
が
進

む
中
、
全
国
的
に
公
営
住
宅
の
空

き
家
が
増
え
て
い
る
。

　

上
川
町
で
も
、
空
い
て
い
る
町

営
住
宅
を
、
層
雲
峡
で
働
く
人
や

農
業
に
従
事
す
る
外
国
人
の
方
な

ど
、
地
域
を
支
え
る
人
た
ち
が
住

め
る
よ
う
、
柔
軟
に
活
用
す
べ
き

で
は
。

町
　
長
　

町
営
住
宅
は
、
住

宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
に
住
宅

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
管
理

し
て
い
る
。
現
在
の
管
理
戸
数
は

約
２
７
０
戸
だ
が
、
老
朽
化
に
よ

り
用
途
廃
止
を
予
定
し
て
い
る
団

地
も
あ
り
、
将
来
的
に
は
２
０
０

戸
程
度
に
減
ら
す
計
画
だ
。

　

一
方
、
国
の
制
度
を
活
用
す
れ

ば
、
条
件
付
き
で
目
的
外
使
用
も

可
能
だ
。
層
雲
峡
の
従
業
員
や
外

国
人
労
働
者
の
方
に
つ
い
て
も
、

条
件
が
整
え
ば
入
居
で
き
る
場
合

が
あ
り
、
今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

小
林
議
員
　

町
営
住
宅
に
入

る
際
、
前
家
賃
が
必
要
だ
が
、
移

住
し
て
間
も
な
い
方
に
は
大
き
な

負
担
だ
。
ま
た
、
芸
術
家
の
滞
在

施
設
な
ど
、
多
様
な
住
居
活
用
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　

前
家
賃
は
敷
金
と

し
て
返
還
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
負

担
感
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
。
民
間
住
宅
と
の
公
平
性
も
考

慮
し
つ
つ
、
見
直
し
の
余
地
が
あ

る
か
研
究
し
て
い
く
。

　

住
居
の
多
様
な
活
用
に
つ
い
て

も
、
老
朽
化
の
状
況
や
改
修
費
、

将
来
の
管
理
責
任
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
ル
ー
ル
を
整
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

小
林
議
員
　

上

川

町

で

は
、

多
く
の
方
が
旭
川
ま
で
通
院
し
て

人
工
透
析
※
を
受
け
て
お
り
、
特 小

こばやし

林 健
つ ぐ お

男 議員

公
営
住
宅
の
空
室
を
活
用
し
て
は�

他
１
件

公営住宅

町
長 

町
民
以
外
で
も
入
居
は
可
能
。
活
用
用
途
に

よ
っ
て
は
改
修
費
も
か
か
る
た
め
慎
重
に
検
討

公
営
住
宅
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

こ
れ
で
分
か
る
！

一
般
質
問
読
み
解
き
ワ
ー
ド

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

…
企
業
が
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
を

命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
。

※
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

…
企
業
か
ら
町
へ
の
寄
付
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
法
人
税
の
軽

減
を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

寄
付
金
の
使
途
は
企
業
と
町

で
話
し
あ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
今
年
は
、
企
業
か
ら

の
「
空
き
店
舗
を
再
生
活
用
し

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
の
意
向
を
受
け
、
空
き

店
舗
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

企業版ふるさと納税でリノベーショ

ン予定の空き店舗

町営住宅は入居者を町民に限定しており、空き

室は全体の約３割となっている

上
川
町
の
人
工
透
析
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
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に
冬
季
は
移
動
の
負
担
が
大
き
い
。

　

町
で
在
宅
透
析
の
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
、
仕
事
や
生
活
が
続
け

や
す
く
な
る
の
で
は
。

町
　
長
　

現
在
、
血
液
透
析

を
受
け
て
い
る
方
は
８
名
、
腹
膜

透
析
は
１
名
で
あ
る
。
通
院
負
担

の
軽
減
は
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。

　

在
宅
透
析
は
生
活
の
質
向
上
に

つ
な
が
る
が
、
家
族
の
負
担
や
医

療
機
関
の
支
援
体
制
が
欠
か
せ
な

い
。
医
療
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、

患
者
本
人
の
希
望
や
主
治
医
の
判

断
を
尊
重
し
な
が
ら
、
導
入
に
向

け
た
課
題
や
支
援
策
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
保
健
師
や
栄
養
士
に
よ

る
生
活
指
導
を
継
続
し
、
腎
機
能

悪
化
を
防
ぐ
予
防
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
更
に
検
討
し
て
い
く
。

一般質問

溝
口
議
員
　

上
川
町
の
介
護

保
険
事
業
※
の
準
備
基
金
額
（
介

護
会
計
の
貯
金
）
は
全
道
で
も
上

位
の
１
億
４
８
０
０
万
円
に
な
っ

て
い
る
。

　

物
価
高
騰
の
続
く
中
、
加
入
者

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め

に
、
保
険
料
基
準
月
額
を
引
き
下

げ
る
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

町
　
長
　

介
護
保
険
事
業
は

比
較
的
財
政
が
安
定
し
て
お
り
、

積
立
額
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
８
年
度
中
に
、
介
護
報
酬
改

定
や
要
介
護
認
定
者
数
の
推
移
な

ど
、
財
政
に
影
響
す
る
要
素
を
見

極
め
つ
つ
、
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
予
定
だ
。

溝
口
議
員
　

保
険
料
を
下
げ

る
方
向
で
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

町
　
長
　

今
の
時
点
で
下
げ

る
と
は
正
直
言
え
な
い
。

　

国
は
８
年
度
に
介
護
報
酬
の
改

定
を
予
定
し
て
い
る
。
人
件
費
の

部
分
の
処
遇
改
善
が
メ
イ
ン
だ
と

い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、

物
価
高
騰
の
部
分
に
つ
い
て
は
ま

だ
見
え
て
い
な
い
。　

　

基
金
は
、
介
護
報
酬
単
価
が
上

が
っ
た
場
合
の
給
付
費
の
補
填
に

も
使
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
残
し

て
お
き
た
い
。

溝
口
議
員
　

一
般
の
保
険
会

社
と
違
い
、
介
護
保
険
は
公
的
な

も
の
だ
。
儲
け
は
い
ら
ず
、
赤
字

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
。

　

加
入
者
の
負
担
軽
減
を
望
む
。

町
　
長
　

保
険
料
を
絶
対
に

下
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

た
だ
今
後
、
介
護
報
酬
が
今
の

人
件
費
や
物
価
に
見
合
っ
た
額
に

改
定
さ
れ
、
給
付
費
が
多
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
を
見
極
め

対
応
し
た
い
。

溝
みぞぐち

口 久
ひ さ お

男 議員

物
価
高
騰　
保
険
料
を
下
げ
て
は�

他
１
件

介護保険

町
長 

８
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
、
給
付
費
が
ど

れ
だ
け
上
が
る
か
判
明
す
る
ま
で
下
げ
ら
れ
な
い

介護保険は40歳以上の全ての町民が払う保険料をも

とに運営され、黒字により基金が貯まってきている

介
護
保
険
加
入
者
の
保
険

料
負
担
軽
減
に
つ
い
て

こ
れ
で
分
か
る
！

一
般
質
問
読
み
解
き
ワ
ー
ド

※
人
工
透
析

…
腎
臓
病
の
治
療
で
、
週
に
３

回
程
度
、
１
回
あ
た
り
４
～
５

時
間
ほ
ど
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
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一般質問

溝
口
議
員
　

物
価
高
騰
が
町

の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
う

が
、
そ
れ
は
町
民
も
同
じ
だ
。
今

後
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

溝
口
議
員
　

上
川
町
の
防
災
・

危
機
管
理
に
つ
い
て
、
屋
外
拡
声

ス
ピ
ー
カ
ー
、
戸
別
受
信
機
な
ど

で
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
周
知
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
戸
別

受
信
機
の
増
設
・
普
及
や
活
用
方

法
な
ど
、
実
態
は
ま
だ
ま
だ
不
十

分
だ
。
今
後
の
対
応
は
。

町
　
長
　

防
災
情
報
の
周
知

方
法
は
、
屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー

と
、
音
声
の
届
か
な
い
地
区
に
は

戸
別
受
信
機
を
配
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
音
声
が
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
と
き
の
対
応
と
し
て
、
電

話
で
聞
き
返
す
こ
と
が
で
き
る

「
聞
き
返
し
ダ
イ
ヤ
ル
」
※
を
設

置
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
特
定
エ
リ

ア
内
の
携
帯
電
話
に
対
す
る
一
斉

同
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
や
、
地
域
災
害
情
報
を

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
情
報
共
有
で
き

る
「
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
」
等
を
活
用
し

て
い
く
。

溝
口
議
員
　

戸
別
受
信
機
は

周
辺
地
区
用
と
い
う
こ
と
で
、
現

在
２
０
０
台
し
か
な
い
。

　

市
街
地
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は

聞
き
取
り
に
く
く
、
家
の
中
に
い

る
と
聞
こ
え
な
い
と
い
う
話
も
聞

く
。
戸
別
受
信
機
の
増
設
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

町
　
長
　

市
街
地
の
分
ま
で

増
や
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
れ
に
代
用
す
る
新
し
い
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
い
。

溝
口
議
員
　

新
し
い
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
と
言
う
が
、
高
齢
者
の

多
い
町
で
、
町
の
思
う
と
お
り
に

町
民
が
利
用
し
て
い
け
る
だ
ろ
う

か
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
高
齢
の
方
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
、
手
引
書
な

上
川
町
の
防
災
・
危
機
管

理
の
充
実
に
つ
い
て

災
害
情
報
を
流
す
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
。
音
声

が
届
か
な
い
郊
外
で
は
、
各
家
庭
に
戸
別
受

信
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る

ど
作
っ
て
は
。

町
　
長
　

シ
ス
テ
ム
の
利
用

方
法
を
周
知
す
る
こ
と
は
必
要
だ

と
思
う
。
そ
の
う
え
で
最
終
的
に

は
人
海
戦
術
や
、
ス
ピ
ー
カ
ー
付

き
公
用
車
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

溝
口
議
員
　

こ
れ
か
ら
冬
に

な
る
。
停
電
に
つ
い
て
も
、
復
旧

に
長
時
間
か
か
る
と
き
は
知
ら
せ

て
欲
し
い
。

町
　
長
　

北
海
道
電
力
か
ら

の
停
電
情
報
の
ほ
か
、
電
話
で
の

聞
き
取
り
や
現
地
の
見
回
り
な
ど

で
も
情
報
を
集
め
、
住
民
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
で
分
か
る
！

一
般
質
問
読
み
解
き
ワ
ー
ド

※
介
護
保
険
事
業

…
介
護
事
業
の
基
本
は
「
町
民

か
ら
保
険
料
を
集
め
、
町
民
の

介
護
費
用
の
７
～
９
割
を
賄
う

（
介
護
給
付
費
）」
で
す
。

　

そ
の
年
た
ま
た
ま
給
付
費
が

抑
え
ら
れ
れ
ば
基
金
と
し
て
貯

金
し
、
給
付
費
が
爆
増
す
れ
ば
、

基
金
を
取
り
崩
し
て
賄
い
ま
す
。

　

尚
こ
の
基
金
は
、
給
付
費
の

補
填
と
、
保
険
料
の
抑
制
な
ど
、

限
ら
れ
た
用
途
に
し
か
使
え
な

い
…
悩
ま
し
い
お
金
な
ん
で
す
。

こ
れ
で
分
か
る
！

一
般
質
問
読
み
解
き
ワ
ー
ド

※
聞
き
返
し
ダ
イ
ヤ
ル

…
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
内
容
が

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
時
は

２
‐
２
２
２
３

２
‐
２
６
０
０

へ
コ
ー
ル
！
直
近
で
流
さ
れ
た

情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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議案第 93号　一時預かり事業実施条例の制定

子育てしやすい町づくり

　町民だけが対象だった、こども園の一時預
かり事業を町民以外にも拡大します。また、
保護者の育児疲れによる利用などについても
条文に明記し、より使いやすい制度に生まれ
変わります。

一時預かり事業の拡大
令和８年度スタートめざすこどもこども

（スケジュール）11月常任委員会で提案
12月定例会で条例提出
　3月定例会で再審議

！政策のネライ！

〇親のリフレッシュ理由でもお預かりでき
るようにし、子育て世帯にゆとりを

〇ワーケーションや里帰り出産の方のお子
さんを預かり、関係人口を増やす

委員会での事前質疑を 18ページに
掲載しています

議会の審議結果

11月臨時
12月定例

PICK UP ！まちのアレコレ、 どうなってるの？

おもな審議結果を紹介

最近の会議等
10月31日総務文教常任委員会

11月25日全員協議会

　　　　　　　産業福祉常任委員会

11月28日議会 （臨時会）

12月11日議会 （定例会）

　11 月 28 日の臨時議会、12 月 11 日の定例議会において計 30 件の議案が審議され、
すべて可決されました。（審議結果の一覧は 17 ページ）
　今回は、議会をはじめ委員会や全員協議会で話し合いを深めてきた内容のなかから、
特に町民のくらしに直結するものを紹介します。
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議案第 96号　課設置条例の一部改正

　令和 8 年 4 月から役場の機構図が変わります。住民の利用が多い「税務住民課」が２つに、「保
健福祉課」が３つに分かれます。また、建設水道課から分離した「施設管理課」は、町内公共施設
の老朽化問題に課を横断して取り組みます。

上川町役場の窓口が変わる
令和８年４月に機構再編行政行政

（スケジュール）12月定例会で条例提出
4月に条例が施行

旧 新

（認定こども園内）

税務住民課 税務保険課

くらし生活課

保健福祉課 健康ふくし課

子ども子育て課

旧 新
地域魅力創造課 未来想造課

建設水道課 建設技術課

施設管理課

 
公共施設の老朽

化対策・計画に取

り組む課が誕生！ 

 
“上川の未来を 

想い描いて造る” 

そんな願いを込め 

て改名 １
階
窓
口
が
大
き
く
変
わ
る
！

議案第 103号　一般会計補正予算（第５号）

！上川町出身選手を応援！
　２月冬季オリンピックに出場する上川町出身
選手を応援すべく、現地応援団（７名予定）が
派遣されるほか、かみんぐホールでパブリック
ビューイングが行われます。

●ミラノ・コルティナオリンピック応援のため
に 1,015 万 9 千円の支出増

●認定こども園の光熱水費 120 万円の支出増
●層雲峡消防署の給油取扱所計量器の修繕のた

め 67 万 1 千円の支出増
●路線バス「上川層雲峡線」の利用者減により、

道北バスへの補助金 119 万 6 千円の支出増
●上川高校魅力ブランディング事業のため 110

万円の支出増

ミラノ・コルティナオリンピック応援など
補正予算を追加スポーツスポーツ

（スケジュール）12月定例会で予算提出

議会の審議結果

委員会・全員協議会での事前質疑を 18・19ページに掲載しています

歳出の主な補正
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　町の財産である旭ヶ丘の町営牧野は、過
去には牛の放牧用地でしたが現在は利用が
なく、活用されていませんでした。
　今回この土地を有効活用すべく、町内の
農家に売却しました。今後は耕作地として
利用される予定です。

　人件費や施設の維持管理経費が増加した
ため、町内の公共温浴施設「たいせつの絆」
と「黒岳の湯」の料金を値上げします。
　大人は 200 円、小人は「たいせつの絆」
が 200 円、「黒岳の湯」が 100 円値上げさ
れます。町民についてはこれまでどおりの
料金で利用できます。

おふろの値段改定
町民は据え置き

議案第 87号　一般会計補正予算（第４号）

！担当のつぶやき！　ふるさと納税のポイント付与が 10 月で終了
となることから、９月末までのふるさと納税寄
付額が一気に増加し、歳入予算を 5,500 万円
増額しました。
　近年の人気商品は「北海道大雪サーモン」で、
今年は９月末時点で 3,513 件の寄付となって
います。

ふるさと納税で 5500万円の歳入増

お金お金 （スケジュール）11月臨時会で予算提出

　駆け込み需要で寄付額が伸び、驚
きました！
　今回の補正予算額のうち７割は

「ふるさと応援基金」に積まれ、新年
度のさまざまな事業経費にあてられ
ます。ふるさと納税は、町の貴重な
財源です。

町営牧野を町内農家
に売却しました

議案第 98 号いきいき福祉健康施設設
置条例の一部改正 及び 102 号大雪山
バーデハウス設置条例の一部改正

議案第 83 号財産（上川町営牧野）の
処分について

議会の審議結果
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議会の審議結果

（
重
要
度
）
☆
～
☆
☆
☆　
　

町
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
案
件
か
ど
う
か
、
広
報
委
員
会
で
独
自
に
判
断
し
ま
し
た

重要度 件名 結果

条例制定
一時預かり事業実施条例の制定 産業福祉

常任委員

会に付託

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税

の課税免除に関する条例の制定※総務文教委員会での審査済

全会一致

で可決

条例改正
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

全会一致

で可決

町長等の給与に関する条例の一部を改正

職員の給与に関する条例の一部を改正

課設置条例の一部を改正

印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正

いきいき福祉健康施設設置条例の一部を改正

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部を改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

大雪山バーデハウス設置条例の一部を改正

補正予算
一般会計補正予算　第４・５号

全会一致

で可決

国民健康保険事業特別会計補正予算　第１号

後期高齢者医療事業特別会計補正予算　第２号

介護保険事業特別会計補正予算　第２号

上川町立診療所 (上川医療センター )事業特別会計補正予算　第４・５号

介護医療院 (つつじ苑 )事業特別会計補正予算　第１・２号

簡易水道事業会計補正予算　第１・２号

下水道事業会計補正予算　第２・３号

その他
財産（上川町営牧野）の処分

全会一致

で可決
古川橋架替え工事請負契約の一部変更

連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更

議員からの発議

議会委員会条例の一部を改正
全会一致

で可決

一目でわかる　議会の結果
11 月臨時会
12月定例会

新しい条例をつくること。議会で提案されても即決はせず、必ず委員会へ付託（審査を依頼）
し、次の定例会のときに採択か不採択か決める

すでにある条例を変えること。保険料が変わるなど町民のくらしに直結する場合と、国の法
律が変わる際にそれに合わせて町の条例を変えるなど形式的な場合とがある

お金が足りないぶんを補う補正（増額）と、予定より使わなかったためお金を戻す整理（減額）
がある

人事・契約・財産など

議員から提出する議案。おもに議会関係の条例改正や、議員の出張派遣など
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

▽
10
月
31
日

（
議
題
）

・
上
川
町
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進

に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強

化
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
行
政
事
務
組
織
等
の
再
編

・
上
川
高
等
学
校
魅
力
向
上
対
策
等

・
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
応
援
体
制

質疑質疑
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
の

　
固
定
資
産
税
免
除
に
つ
い
て

笠
間
委
員 
課
税
免
除
の
対
象
者
と

な
る
事
業
者
は
い
る
の
か
？

税
務
住
民
課
長 

現
時
点
で
は
い
な
い
。

昨
年
、
上
川
町
基
本
計
画
を
策
定
し
、

観
光
や
農
業
分
野
に
も
適
用
を
広
げ
た

た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
課
税
免
除
の

条
例
も
作
っ
た
。

質疑質疑
行
政
組
織
（
役
場
）
の
再
編

泉
委
員 

役
場
の
課
が
再
編
さ
れ
る

と
の
こ
と
。
案
を
見
た
が
、
町
民
か
ら

見
て
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
。

　

児
童
手
当
は
税
務
保
険
課
。
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
ふ
く
し
課
と

子
ど
も
子
育
て
課
が
連
携
し
て
運
営
す

る
と
い
う
。

　

子
ど
も
施
策
を
ま
と
め
な
か
っ
た
理

由
は
？

総
務
課
長 

児
童
手
当
と
医
療
給
付

の
対
象
者
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
手
続
き
が
一
度
に
終
わ
る
よ

う
税
務
保
険
課
に
ま
と
め
た
。

　

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
設
置
が
義

務
化
さ
れ
た
が
、
上
川
町
の
よ
う
な
小

さ
な
町
で
は
独
立
し
た
課
を
設
置
す
る

こ
と
は
難
し
い
た
め
、
連
携
の
か
た
ち

を
と
っ
た
。

　

基
本
的
に
住
民
目
線
に
立
っ
て
分
類

し
た
つ
も
り
だ
が
、
ど
う
し
て
も
課
を

ま
た
ぐ
手
続
き
と
な
る
と
き
も
あ
る
。

町
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

泉
委
員 

建
設
水
道
課
を
建
設
技
術

課
と
施
設
管
理
課
に
分
け
た
理
由
は
？

総
務
課
長 

当
町
の
公
共
施
設
は
、

今
後
の
維
持
管
理
に
手
間
と
お
金
が
か

か
っ
て
く
る
。
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
、

し
っ
か
り
と
行
政
運
営
し
て
い
け
る
よ

う
独
立
さ
せ
た
。

▽
12
月
４
日

　

所
管
事
務
に
関
す
る
意
見
書
審
査

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

▽
11
月
25
日

（
議
題
）

・
上
川
町
一
時
預
か
り
事
業

・
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

・
上
川
町
い
き
い
き
福
祉
健
康
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
上
川
中
部
福
祉
事
務
組
合
へ
の
職
員

派
遣

・
工
事
等
設
計
書
の
縦
覧
方
法
変
更
に

係
る
試
験
運
用
の
実
施

・
大
雪
山
国
立
公
園
層
雲
峡
地
区
活
性

化
地
域
協
議
会

・
層
雲
峡
黒
岳
の
湯
利
用
料
金
の
改
定

・
愛
山
渓
倶
楽
部
等
施
設
無
償
貸
付

質疑質疑
こ
ど
も
園
・
一
時
預
か
り
事
業

宮
本
委
員 

「
心
理
的
・
肉
体
的
負
担

等
の
私
的
理
由
」
で
申
し
込
め
る
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
は
？

こ
ど
も
園
長 

例
え
ば
育
児
疲
れ
の

際
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

基
本
的
に
は
、
理
由
を
問
わ
な
い
で
お

預
か
り
す
る
。

宮
本
委
員 

町
民
以
外
も
申
し
込
め

る
よ
う
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
を

想
定
し
て
い
る
の
か
？

き動の会員委
議
会
に
は
４
つ
の
委
員
会
と

１
つ
の
協
議
会
が
あ
り
、
ま

ち
の
施
策
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
議
会
で
議
決
を
と

る
よ
う
な
案
件
で
は
、
議
会

と
行
政
と
の
あ
い
だ
で
質
疑

が
交
わ
さ
れ
、
政
策
に
つ
い

て
じ
っ
く
り
意
見
を
す
り
合

わ
せ
る
だ
い
じ
な
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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こ
ど
も
園
長 

里
帰
り
出
産
で
上
川

町
に
戻
っ
て
き
た
方
や
、
子
ど
も
連
れ

で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
来
た
方
を
想
定

し
て
い
る
。

　

町
で
進
め
て
い
る
交
流
人
口
、
感
動

人
口
も
し
く
は
移
住
・
定
住
に
つ
な
が

る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

渕
上
委
員 

母
子
家
庭
の
方
な
ど
か

ら
は
夜
間
預
か
り
の
需
要
も
あ
る
と
思

う
が
、
可
能
か
？

こ
ど
も
園
長 

認
定
こ
ど
も
園
の
開

園
時
間
の
範
囲
内
で
し
か
、
お
預
か
り

で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
旭
川

市
の
「
さ
ぽ
ね
っ
と
（
上
川
中
部
圏
域

で
の
一
時
預
か
り
事
業
）
※
」
に
つ
な

げ
て
い
く
対
応
と
な
る
。

質疑質疑
層
雲
峡
観
光
に
つ
い
て

渕
上
委
員 

ホ
テ
ル
層
雲
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
意
見
は
出

さ
れ
た
が
具
体
化
は
ま
だ
と
の
こ
と
。

そ
の
理
由
は
？

産
業
経
済
課
長 

財
政
的
な
問
題
の
ほ

か
、
実
際
に
誰
が
経
費
を
負
担
し
て
、

誰
が
主
体
と
な
っ
て
や
る
の
か
、
調
整

が
取
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
層
雲
峡
全
体
を
考
え
た
時
に
、

ホ
テ
ル
層
雲
跡
地
に
こ
だ
わ
る
の
で
は

な
く
、
層
雲
峡
商
店
街
に
集
中
し
て
は
、

と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

石
山
委
員 

全
国
的
に
温
泉
観
光
自

体
が
衰
退
し
て
き
て
い
る
。
若
い
方
に

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
り
、
層
雲
峡
独
自
の

新
た
な
観
光
を
考
え
て
み
て
は
。

産
業
経
済
課
長 

今
後
は
温
泉
だ
け
で

は
な
く
、
商
業
・
農
業
な
ど
と
連
携
し

た
形
で
人
を
呼
び
込
み
た
い
。

　

今
回
「
層
雲
峡
利
用
拠
点
計
画
」
を

作
成
し
た
こ
と
で
、
環
境
省
の
上
質
化

事
業
に
申
し
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
ち
ら
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

質疑質疑
愛
山
渓
倶
楽
部
の

�

営
業
に
つ
い
て

湯
川
委
員 

運
営
し
て
い
た
り
ん
ゆ

う
観
光
が
撤
退
し
、
新
た
な
事
業
者
を

募
る
と
の
こ
と
。
山
岳
会
等
の
関
係
者

か
ら
は
登
山
ル
ー
ト
の
減
少
を
心
配
す

る
声
も
あ
る
が
。

産
業
経
済
課
長 

愛
山
渓
倶
楽
部
に
は

登
山
基
地
の
役
割
も
あ
る
た
め
、
維
持

し
て
い
き
た
い
。

渕
上
委
員 

ヒ
ュ
ッ
テ
に
つ
い
て
は

冬
季
の
避
難
小
屋
の
役
割
も
あ
り
、
残

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
温
泉
の
存

続
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
必
要
も

あ
る
の
で
は
？

町
長 

現
在
リ
ピ
ー
タ
ー
客
が
た
い

へ
ん
多
く
、
歴
史
・
文
化
も
あ
る
施
設

だ
。
で
き
る
だ
け
残
し
て
い
き
た
い
。

▽
12
月
４
日

　

所
管
事
務
に
関
す
る
意
見
書
審
査

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

▽
10
月
31
日
・
12
月
23
日
・
１
月
15
日

　

議
会
広
報
第
２
０
０
号
の
編
集
及
び

校
正
に
つい
て

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

▽
11
月
25
日

（
議
題
）

・
特
別
職
及
び
議
員
の
報
酬
、
職
員
の

給
与
等
の
改
定

・
行
政
事
務
組
織
等
の
再
編

質疑質疑
行
政
組
織(

役
場
）
の
再
編

小
林
議
員 

町
民
が
困
っ
た
時
、
特

に
課
を
ま
た
ぐ
よ
う
な
問
題
の
場
合
の

相
談
先
は
、
ど
こ
の
課
に
な
る
の
か
？

総
務
課
長 

1
階
に
設
置
さ
れ
る
、

く
ら
し
生
活
課
の
『
広
報
く
ら
し
相
談

係
』
が
窓
口
と
な
る
。

大
村
議
員 

新
設
の
「
子
ど
も
子
育

て
課
」
の
設
置
理
由
は
？

総
務
課
長 

こ
れ
ま
で
も
子
ど
も
子

育
て
「
係
」
は
あ
っ
た
が
、
町
民
か
ら

は
相
談
先
が
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
た
め
、

今
回
「
課
」
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▽
11
月
28
日
・
12
月
８
日

　

上
川
町
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

登
山
客
に
愛
さ
れ
て
き
た
愛
山
渓
。
温
泉
に
入
れ

る
愛
山
渓
倶
楽
部
（
右
建
物
）
と
ロ
ッ
ジ
と
し
て

使
わ
れ
る
ヒ
ュ
ッ
テ
が
あ
る
（
左
建
物
）

※ 8 年度から「上川中部ファミリーサポートセンター事業」として統合される予定
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